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【目的】東北地方の室内環境関する調査はこれまでも多く行われているが、本調査は、気

候条件や生活文化が大きく異ならない一地域（郡山市）を対象として暖房器具に関するア

ンケート調査を行い、全体像を把握すると共に、その中で住宅の断熱性能や暖房器具の使

用状況が、気候条件以外の諸条件によりどのように異なっているかを検討するものである。
【方法】郵送による自筆式のアンケート調査とした。対象者は郡山市の電話帳より無作為

抽出した290名と、郡山女子大学学生の父母のうち、同市内に居住する190名（全数）とし
た。ただし父母の回答結果は、参考として用いることとした。配布時期は1996年１月上旬

であり、３月末日までの返送を有効とした。無作為抽出の有効回収率は42. 4% である。ア

ンケートの項目は大きく分類して①家族構成・年齢など。②住宅の形態・構造など。③暖

房器具の種類と暖房状況など。④暖房に対する意識・感覚など。である。

【結果】住宅は一戸建てと集合住宅が約７：３の割合であり、一戸建ての80% 以上が木造

住宅であった。木造住宅の断熱材の敷設率は約60% であり、築後年数が20年未満の住宅で

敷設されている場合が多い。しかし使用箇所は壁のみなどの一部分が多く、壁・床・天井

すべてに敷設されている住宅はこの中の30% 程度であった。また、断熱材の無い築後20年

以上の住宅には、高齢者の居住する割合が高くなっていた。居間の使用暖房器具は現在で

もこたつと石油ストーブの使用率がもっとも高く、農家あるいは高齢者で、この使用串は

高くなっていた。その他、集合住宅では電気による暖房の使用串が高いことや、農家は低

めの室温で満足している様子など、生活スタイルによる違いが見られた。
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【目的】一般家庭のトイレは洋式が主流となり、更には暖房便座や温水洗浄便座が普及し

てきている。同時に便座の割れの問題が発生している。トイレの手入には日常の軽い汚れ

を清掃する洗剤や、蓄積し頑固に付着した汚れを清掃する強力な洗浄剤が使用されている

他トイレ空間には消臭剤、芳香剤などがあり、便座は各種剤と接触の可能性が非常に高い。

そこで、これら剤のABS 樹脂に対する環境応力破壊性のポテンシャルを評価した。また、

トイレ用洗剤について便座を用いた実用試験及びモデル試験などで詳細に検討した。

【方法】①ペンディング法でトイレ空間の環境剤についてABS 樹脂に与える環境応力破

壊の有無を観察した。②ABS    （アクリルニトリル・ブ タジエン・スチレン樹脂）及びＰ

Ｐ（ポリプロピレン樹脂）製の便座を使用し、トイレ洗剤で清掃（又は塗布）⇔荷重（或

いは無荷重）を実用及びモデル的に多数回繰り返し、割れの有無を観察した。③トイレ用

洗剤溶液にABS 樹脂を浸漬し樹脂強度の変化及び実際の清掃を想定しトイレ用洗剤塗布

後の放置時間と樹脂の歪み率の挙動を測定した。【結果ﾄ1 】トイレ空間の環境剤には環境

応力破壊性のポテンシャルが高いもや低いものがあった。②実用テストに於いて割れるも

のと割れなかったものがあった。③実用テストで割れないものは洗剤液に浸漬した後でも

樹脂強度変化は見られず、洗剤液塗布後の経時により臨界歪み率に変化（回復）がみられ

た。一方実用テストで割れるものは洗剤液に浸漬した後は樹脂強度が低下し、洗剤液塗布

後の経時で臨界歪み率に変化がみられなかった。従って、便座の割れは洗剤の成分で残留

性があり樹脂の強度を低下させ割れに至ったものと示唆された。
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